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団体名

担当者名

松崎蔵つくり隊

馬場順三 団体電話番号 0558-42-3964

団体住所 〒410-3696 静岡県賀茂郡松崎町宮内301-1 松崎町役場企画観光課内

活動実施機関 2007年7月4日～12月31日

プロジェクト名 歴史遺産（なまこ壁）保存活動

有給ボランティア数 0人 ボランティア数 80人(延べ人数)

活動内容

1111．．．．なまこなまこなまこなまこ壁壁壁壁のののの修復作業修復作業修復作業修復作業

明治43年に建築されたなまこ壁を造りの呉服商家「伊豆文邸」の台風で破損した東側壁面のなま
こ壁の修理を実施。ぶらっと賞受賞以前に西側のなまこ壁を2006年10月から2007年2月にかけ古来
の工法（土練り、小舞かき、荒打ち、竹釘作り、央塗り、なまこ壁塗り）で中学生や町内外のボラ
ンティアなど多くの参加をいただき、毎月2、3回修復作業を実施したが、東側壁面の修復はその継
続事業です。

2222．．．．普及活動普及活動普及活動普及活動

・土壁塗り・漆喰壁塗り体験
9月23日(日）伊豆の長八美術館周辺で開催された第24回長八まつりの会場で漆喰壁塗り、なまこ

壁作りの体験コーナーを設置した。指導は蔵つくり隊のメンバーがあたり、子どもから大人まで鏝
を握って壁を塗る貴重な体験をしていただきました。

・光る泥団子作り
大分県津久見市で7月21日(土）から22日(日)に開催された「泥団子作りキャンプ」に光る泥団子

のキットを送り子供たちに光る泥団子作りの楽しさを体験していただきました。また、出張講座と
して町内小学校に出向くとともに、8月25日(土）横浜市永田北、10月27日(土）埼玉県立近代美術
館のイベントに参加し指導にあたりました。なお、7月から9月までかけ80cm級、100kgの世界一
（?）の光る泥団子の制作を行い、完成した青い光る泥団子は商店街に飾られています。9月23日
(日）の長八まつりでは「第3回左技士選手権大会」(光る泥団子作り）も開催し多くの参加者があ
りました。

・見学会
11月17日(土）沼津市で開催された第39回技能五輪国際大会で世界各国から参加した若い職人の

技や静岡県左官組合主催の「土だんごづくり体験＆遊字アート」や土壁塗りの体験を見学しました。

・普及活動
9月23日（日）から10月31日(水）まで伊豆文邸2階で「伊豆文邸なまこ壁修復の歩み」写真展を

開催し、なまこ壁について町民はじめ観光客など多くの方に知っていただきました。写真は現在伊
豆の長八美術館の特別展で展示されています。

3333．．．．泥泥泥泥バンクバンクバンクバンク事業事業事業事業

11月25日（日）解体が予定されている観光協会宿泊案内所の建物から屋根瓦を外し、今後予定さ
れる作業用のストックとしました。
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活動成果 町内に残る伝統的な建造物である、町の財産であるなまこ壁の建物が年々少なくなっていくこと
に危惧を覚え、保存活動を進めようと4年前に結成された松崎蔵つくり隊。伊豆文邸のなまこ壁の
修復作業では、中学生や町内外のボランティアや材料の無償提供や古材の活用など多くの方々に協
力をいただきました。修復作業を通じて、メンバーは古来の工法を学び、先人の苦労の跡を知るこ
とができ、より一層大切にしていかなければならないと感じました。また、この活動は、何度とな
く新聞、テレビ、ラジオ等で取り上げられ、作業の際には町民をはじめ観光客など多くの見学をい
ただき、なまこ壁＝松崎の財産ということを再認識していただいたと思っています。なお、この修
復作業は日本漆喰協会から賞をいただきました。

また、光る泥団子作りも単に団子作りの楽しさだけでなく、親子の触れ合いや団子の制作過程
を通じてなまこ壁に対する理解を図ることを目的として普及に努めているもので、子どもから大人
まで少しずつ浸透してきているものと認識しています。なお、漆喰はCO2を吸収して固まることか
ら環境対策にも貢献しているものと考えています。

泥バンク活動は、古材を再利用することで当時の建物のように違和感なく復元できる利点がある
とともに、昔の建物の良さ（長持ちする。自然、健康に良い。再利用ができる。）を認識させる一
助になっています。

今後に
向けた課題

１．なまこ壁の建物の修復活動や光る泥団子作りを通じて、なまこ壁の建物についての認識は徐々
に浸透していると思いますが、ボランティアとして隊の活動に参加しようとするところまで至って
いません。

２．なまこ壁の建物が老朽化や生活様式の変化により年々減少しており、保存に向けた更なる展開
が必要となります。

３．財政力が豊かな団体ではないため、活動資金の調達方法の検討が必要です。

対策 １．新聞、テレビ、広報などの媒体を通じて活動を積極的にPRするとともに、蔵つくりを体験、講
座メニューとして左官職人や希望者に提供することで支援者を増やしていきます。また、小中学校
の総合学習の一環として参加を依頼を検討しています。

２．過去に実施された「なまこ壁の実態調査」をもとに、なまこ壁を再調査し実態を把握します。
状況により町に対し保存に向けた財政支援を含む、保存対策についての提案や所有者へのアドバイ
スを行っていきます。

３．保存に対して町や企業などへ財政的支援をお願いするとともに、保存基金として一般からの賛
同を求めていきます。また、古材を積極的に集め材料費の軽減を図っていきます。

ぶらっと賞 松崎蔵つくり隊 活動報告書(2/2)


